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研究成果の概要（和文）：地球上の資源は有限である。よって、消費・廃棄された資源を回収し再利用すること
は持続可能な社会をつくるために必須である。わが国は工業が盛んで多様な金属類から家電製品をつくり、製品
の多くは、使用後、処分場に廃棄された。しかし、リサイクル法制定以前に埋立てられた処分場の浸出水にはメ
タル類はほとんど検出されない。本研究では、埋立層に含まれる「レアメタル」に焦点をあて、それらの含有量
と化学形態を明らかにした。さらに、濃集ゾーンを特定する非破壊手法を確立するとともに、埋立層に含まれる
レアメタルを物理的に濃縮する方法を検討した。資源の少ない日本では、埋立層からのレアメタル回収は国家戦
略といえる課題である。

研究成果の概要（英文）：The earth has finite natural resources.Therefore, recovering and reusing 
resources that were consumed and discarded is essential for creating a sustainable society.Japan is 
an industrial country, making home appliances from various  metals, and many of the products were 
disposed of at landfill sites. However, metals are seldom detected in the leachate of landfills that
 were reclaimed before the enactment of the recycling law.In this study, we focused on the rare 
metals contained in the landfills and clarified their contents and chemical forms. Furthermore, we 
established a nondestructive method to identify the concentrated zone, and examined a method to 
physically concentrate rare metals contained in the landfills. In Japan, where resources are scarce,
 recovery of rare metals from landfills is a national strategy.     
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、①埋立年代・含有金属の種類・それらの濃度とその賦存形態、②埋立層内の金属濃集ゾーンを３次
元的にピンポイントで特定する探査・解析技術、③掘削物の物理的選鉱・濃縮技術および有用金属類の抽出技
術、等が明らかとなる。これらの研究は従来ほとんどなされていなかった。
そして、①～③を総合して検討することにより、検討対象とする最終処分場埋立層がいわゆる‘都市鉱山’とし
て有望か否か？の回答を得ることが可能となる。リサイクル社会が構築される以前に、使用済みで地下に葬られ
た金属資源は莫大な量である。これらを工学的視点から捉え、的確なリサイクルをめざすことは、わが国にとっ
て、重要な資源戦略となりうる。
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